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想定される活用例、相談可能な分野

個人研究

片柳研究所CMCセンター 
特別研究教授
曽我部智浩

主な学会発表
論文・著書・社会活動

【1】 ECI Conference; Ceramic 
Matrix Composites II; 
Measurement of exothermic 
reaction temperature during 
Reactive Melt Infiltration process, 
Nov. 2022

【2】 CMCシンポジウム：RMI法による
SiC/SiCにおけるマイクロ波を用いた
化学的劣化の検出, Oct. 2023

ＣＭＣの信頼性保証技術の開発

KEYWORDS　二酸化炭素削減、省エネルギー、高温構造材料

CMC の信頼性保証は CMC を安全安心に使うために非常に重要です。信頼性を保証するために
必要な非破壊検査技術、複数の検査手法を併用し、統計処理やAI 等を利用して最終的なCMCの
要求性能を満足する保証方法、将来の必要になる新たな検査手法の研究を行なっています。

■ 航空機エンジンに搭載されたSiC/SiC CMCは長年使用している間に化学的劣化が生じます。
その劣化度合をマイクロ波を用いて非破壊で検出する方法を提供します。

非破壊検査の選択技術

CMCの新しい原理に基づく検査手法

C M C は、今 後 利 用が 拡 大する材 料
ですが、信頼性を保証する検査技術
が確立されていません。様々な材料
を対象として行われている非破壊検査
技術を CMC へ 適用 する方法並 び に
CMC 用の新たな非破壊検査技術の
構築を目指しています。

既存の検査手法では得ることのでき
ない損 傷 の 検 出 方 法 の 構 築を目 指
しています。特に、高温下での過酷な
環境で使用される航空機エンジン用
CMC では使用時 に物理的な損傷と
化学的な損傷が同時に生じます。
この 損 傷 過 程 は 極 めて複 雑であり、
損傷機構の解明と損傷により発生する
CMC 自体の劣化現象及びその力学特
性に及ぼす影響を調べています。また、
マイクロ波を用いて、これらの損傷を
容易に判定するための検出原理と検出
原理の実際の検査方法への適用を検討
しています。

01

02
CMC基板の断面
SEM像

a) 欠陥あり 

b) 欠陥なし


